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【研究の背景・目的】 
哺乳類ゲノムのもつ機能の特殊性に、ジェネテ

ィクスおよびエピジェネティクスの両面から迫る。
前者においては、レトロトランスポゾンに由来す
る哺乳類特異的遺伝子群の哺乳類の個体発生にお
ける機能の解明を進め、後者においては、哺乳類
特異的エピジェネティック制御機構であるゲノム
インプリンティングのリプログラミングすなわち、
DNA 脱メチル化によるインプリント記憶消去の分
子機構の解明をめざす。これらの研究により哺乳
類の個体発生システムの独自性とそれが成立した
由来を明らかにする。 

 
【研究の方法】 

哺乳類になって新たに獲得した遺伝子（Peg10, 
Peg11, Sirh 遺伝子群）の機能、哺乳類特異的エ
ピジェネティクス機構のリプログラミングの分子
機構に関して、以下の４つのテーマに沿って研究
を進める。 
1. Peg10機能に必須のタンパク質ドメインの同定

と、純正の雌性単為発生マウスの作成。 
2. AntiPeg11/Rtl1 のコードする miRNA の機能と

標的遺伝子の解明およびmiRNAの導入によるゲ
ノムインプリンティング疾患の治療法の開発。 

3. レトロトランスポゾン由来の哺乳類特異的遺
伝子のノックアウトマウス解析（Sirh4, 5, 6 KO、
Sirh7 KO、Sirh9 KO）によるこれら遺伝子の生
物学的意義の解明。 

4. ゲノムインプリンティングのリプログラミン
グに関わる DNA 脱メチル化機構の解明。 

 

【期待される成果と意義】 
哺乳類特異的遺伝子群の解析から、哺乳類（特

に真獣類）が獲得した胎生という生殖様式の着
床・妊娠・胎盤を介した母子相互作用・哺乳行動
などに関係した機能の詳細を明らかにすることに
より、ヒトを含む真獣類の生物学の基盤の形成に
大きく寄与することが期待される。また、ゲノム
インプリンティングのリプログラミングに関わる
DNA 脱メチル化機構は、エピジェネティクス機構
の中でも残された重要課題の一つであり、再生医
療や生殖医療にも大きな波及効果を及ぼすもので
ある 
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